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三
十
五
》

江
戸
の
幸
と
火
消
し

（壱
）

林

　

　

順

信

□
　
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華

い
ま
町
の
々
菫
所
に
貼
ら
れ
て
居
る
ボ
ス
タ
ー
に
、
俳
優

の
加
藤
剛
が
大
岡
越
一四
す
に
扮
す
る
カ
ラ
ー
写
真
が
あ
っ

て

「火
事
断
じ
て
許
さ
ず
」
　

「触
れ
合
い
の
心
で
つ
な

ぐ
防
火
の
輸
」
　
と
言
う
標
語
が
印
刷
し
て
あ
る
。

加
藤
剛
は
都
立
小
石
川
高
校
か
ら
早
稲
田
大
学
に
進
ん

で
、

「小
石
川
の
光
源
氏
」
と
高
校
時
か
ら
好
男
子
ぶ
り

に
は
定
評
が
あ
っ
た
。
話
を
元
に
戻
す
と
、
大
岡
越
前
守

が
、
後
に
述
べ
る
様
に
江
戸
町
火
消
し
の
誕
生
に
一
役
か

っ
た
か
ら
で
、
昔
か
ら
江
戸
に
多
き
物
の
地
口
に
、

「武
士
　
鰹
　
大
名
小
路
　
広
小
路
　
火
消
し
　
紫

錦
絵
　
火
事

信
嘩

伊
勢
屋
　
稲
荷
に
　
犬
の
華
」
と

言
う
の
が
あ
る
。

「火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
幸
」
と
江
戸

っ
子
は
自
慢
に
な
ら
ぬ
事
を
得
意
に
し
て
い
た
の
だ
か
ら

困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

天
二
十
八
年
八
月

一
日
、
家
康
は
小
日
原
落
城
後
す
ぐ

さ
ま
江
戸
に
入
全府
し
た
。
そ
の
翌
九
月
二
日
に
、
当
時
麹

町
に
あ
っ
た
増
上
寺
が
炎
上
し
た
。
こ
れ
が
江
戸
期
の
最

初
の
火
事
で
あ
っ
た
。

新
開
地
の
江
戸
は
年
毎
に
家
屋
が
密
集
し
、
と
長
十
四
年

ε

六
〇
九
年
）
に
は
人
口
は
早
く
も
十
六
万
人
に
達

し
、
天
和
元
年

（
〓
ハ
一
五
年
）
に
は
五
士
万
人
に
急
増

し
た
と
言
う
。
■
と
屋
敷
は
瓦
葺
き
だ
っ
た
が
、
庶
民
の

家
は
板
葺
き
だ
っ
た
か
ら
、
い
っ
た
ん
火
の
手
が
上
が
る

と
、
薪
を
燃
や
す
様
に
必
ず
と
言
う
ほ
ど
大
き
な
火
事
に

，な
っ
た
。

当
初
　
、
幕
府
は
老
中
や
、
若
年
寄
が
、
旗
本
や
、
御

家
人
で
組
織
さ
れ
た
大
番
組
や
、
御
鉄
砲
百
人
組
や
、
小

姓
組
と
言
う
戦
時
夏
の
ま
ま
の
部
隊
を
指
揮
し
て
消
火
に

当

っ
た
が
、
火
事
と
戦
争
と
は
全
く
別
て
、
専
門
職
で
な

い
限
め
、
鵜
合
の
衆
に
ひ
と
し
く
効
力
は
皆
無
だ

っ
た
と

言
う
。
し
か
も
、
江
戸
城
や
、
武
一き
屋
敷
に
関
し
て
だ
け

力
を
注
い
で
、
民
家
は
焼
け
る
に
ま
か
せ
る
と
言
う
有
り

様
だ
っ
た
。

□
　
世
界
最
初
の
消
防
隊
だ
が
…
…

三
代
将
軍
家
光
の
時
代
、
寛
丞
ハ
年

（
〓
全

一九
年
）

老
中
の
名
で
奉
書
に
よ
っ
て
大
名
を
非
常
招
集
し
た
。
こ

れ
が

「奉
書
火
消
し
」
と
呼
ば
れ
、
我
国
最
初
の
消
防
隊

で
あ
っ
た
。

外
国
で
最
も
古
い
と
言
う
ロ
ン
ド
ン
の
消
防
隊
が
出
来

た
の
は

一
六
六
年
ロ
ン
ド
ン
大
火
の
あ
っ
た
年
だ
っ
た
か

ら
、
我
が
国
の
方
が
三
＋
七
年
Ｌ
早
か
っ
た
。
然
し
、
年

代
は
早
く
て
も
、
そ
の
実
力
の
程
は
疑
わ
し
く
、
江
戸
っ

子
か
ら
も
馬
鹿
に
さ
れ
た
。

何
し
ろ
、
火
事
が
発
生
し
て
か
ら
、
奉
書
な
る
命
令
書

が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
大
名
や
、
家
来
達
が
や
お
ら

甲
胃
姿
で
物
も
の
し
く
身
を
固
め
出
動
す
る
が
、
大
方
は

火
勢
に
相
手
傍
観
と
言
う
態
で
、
手
の
出
し
様
も
な
か
っ

た
。
藤
堂
高
次
の
屋
敷
が
類
焼
し
た
と
き
は
、

「伊
勢
武
者
は
家
に
火
お
ど
じ
鎧
着
て
、
大
黒
柱
焼
け
落

ち
に
け
り
、
」
と
狂
歌
ま
で
出
来
た
。

寛
永
期
の
江
戸
の
人
口
は
六
十
万
を
越
す
と
言
わ
れ
、
火

事
に
よ
る
幕
府
や
、
武
家
、
民
家
の
損
失
は
、
莫
大
な
も

の
だ
っ
た
。

以
後
、
幕
府
は
対
策
を
練
り
、
試
行
錯
誤
で

「大
名
火

消
し
」

「
定
火
消
し
」

「方
角
火
消
し
」

「所
々
火
消

し
」
と
、
形
式
と
体
制
を
工
夫
す
る
が
、
ま
だ
町
火
消
じ

の
誕
生
は
、
亨
保
四
年
の
大
岡
越
前
守
の
時
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

次
回
か
ら
は
、
も
少
し
具
体
的
に
江
戸
の
火
消
し
の
生

い
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
る
。

町

会

活

動

の
概

要

平
成
６
年
■
月
下
旬
か
ら

平
成
７
年
３
月
中
旬
ま
で

ｎ
／
‐９
　

「文
京
区
民
と
医
師
会
の
集
い
」
区
民
セ
ン
タ



―

に
て

■
／
”
　

「文
一昼
区
を
愛
す
る
会
」
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て

‐２
／
‐３
　
口
土
地
区
町
会
連
合
会
、
宿
泊
研
修
会

‐２
／
２０
　
地
下
鉄
一一著
協
議
会
開
催

１
／
‐７
　
来́
庫
、
淡
路
地
方
に
大
地
震
発
生
、
甚
大
な
被

害
を
蒙
る

０共
庫
県
南
部
地
震
）

２
／
２
　

「区
政
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
一
区
役
所
２‐

Ｆ
大
会
議
室
に
て

２
／
６
　

「第
２６
回
つ
つ
じ
祭
り
」
実
行
委
員
会

総^

務
部
）
第

一
回
打
合
せ

２
／
７
　
こ
の
度
の

「阪
神
大
震
災
」
に
よ
っ
て
被
害
を

蒙
ら
れ
た
被
災
著
の
皆
様
方
へ
の
救
援
に
少
し
て
も
役

立
て
ば
と
考
え
、
町
内
の
皆
様
に
，蓋
要
笠
の
募
金
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
人
勢
の
ご
賛
同
を
得
ま
し

て
、
下
記
の
金
円
を
お
預
か
り
致
し
ま
し
た
。

こ
の
金
円
は
本
日
、
区
役
所
の
募
金
窓
ロ
ヘ
納
付
致
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
と
共
に
報
告
申
し
上
げ
ま
ｔ

一
金
　
八
士
力
六
一■
円

（三
三
二
件
〉

２
／
２２
　

「
つ
つ
じ
祭
り
」
実
行
委
員
会

（総
務
部
）
第

二
回
打
合
せ
会
議
、
蓬
来
町
会
担
当
季
仕
日

１
　
神
社
境
内
巡
回
警
備
　
４
／
１６
０
　
ＡＭ
‐０
‥
∞
～

２
珈
掏
酒 ‥
和
屋
販
売
奉
仕
　
５
／
４
ω
一　
ＡＭ
８
‥
００
～

ＰＭ
４
１
∞

３
／
３
　
地
下
鉄
三
者
協
議
会
開
催
さ
れ
る

１
　
駅
舎
内
の
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
完
成
ま

で
後
僅
か

２
　
今
後
は
、
道
路
の
復
旧
工
事
を
傾
注
し
て
行
う

３
　
当
該
工
事
重
所
の
営
業
開
始
は
平
成
８
年
３
月
の

予
定

３
／
３
　
蓬
莱
町
会
内
、
区
設
児
童
公
園
連
絡
委
員
の
選

任
依
頼
の
件

１
　
大
観
音
児
童
公
園
、
　

島
口
昭
博
様
　
再
任

２
　
向
丘
二
児
童
公
園
、
　

倉
出
富
雄
様
　
再
任

町
会
よ
り
再
任
を
お
願
い
し
、
委
員
を
お
引
き
受
け

戴
き
ま
し
た
。

講
，
提
言
に
つ
い
て

（案
）
向
丘
町
連
傘
下
、
各
町
会
に
向
丘
地
区
自
衛
連

絡
組
織
の
要
員
を
定
め
、
常
に
会
合
を
以
て
組
織
間
の

強
化
一建
係
を
保
つ
事
に
務
め
る
。

口
間

同

Ｍ

囲

「歳
末
夜
警
」
１２
／
２３
０
か
ら
１２
／
２９
Ψ

日
間
実
施
、
歳
末
夜
警
は
、
防
火
、
防
犯
の
日

午
部
を
■
力
に
両
部
部
員
及
び
役
員
全
員
が
夫

行
い
ま
し
た
。

口
日

―イヒー

闇

幽

ｎ
／
‐５
　

「蓮
莱
だ
よ
り
」
第
４０
号
発
行

コ
咸
末
夜
警
」
１２
／
２３
の
か
ら
１２
／
２９
木
ま
で
延
べ
７

行
い
ま
し
た
。

１１
／
１
　
区
役
所
防
災
課
よ
り
時
会
防
災
用
品
と
し
て
次

の
備
品
が
貸
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
、

（平
成
６
、
７
年

度
ヽ
２
ケ
年
度
分

一
括
支
給
）

１
　
自
家
発
電
機

（ヤ
マ
Ｃ

一
台
　
］露
〈
発
電
容
量

２７０
Ｗ

２
　
誘
導
灯
　
一二
本
　
乾
電
池
単

一　
一
一本

ｎ
／
９
～
１５
　
秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施
さ
れ
る

２
／
‐７
　
本
郷
防
火
協
会
理
事
会
開
催
さ
れ
る

３
／
１
　

「春
の
火
災
予
防
運
動
」
実
施
さ
れ
る

１
　
運
動
期
間
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（無
記
名
〉
間
取
り

一調
査
設
問

―
阪
神
大
震
災
の
″
翁
被^
害
に
鑑
み
、
も
し
東

京
で
同

一
規
模
の
火
災
発
生
に
は
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か

３
／
７
　
向
丘
町
会
連
合
会

（１２
町
会
）
間
に
於
て
非

常
災
害
発
生
時
の
相
互
連
絡
及
び
救
助
連
係
組
織
網
の

日
間
実
施
、
歳
末
夜
警
は
、
防
火
、
防
犯
の
見
地
か
ら
き
用

年
部
を
■
力
に
両
部
部
員
及
び
役
員
全
員
が
参
加
を
し
て

１
／
お
　
成
年
式
を
お
迎
え
の
皆
様
、
誠
に
お
め
て
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
△
癸
云
員
の
ご
子
弟
で
本
年
該
当
な
さ

る
方
は
１３
名
で
し
た
。
大
き
な
望
み
を
胸
に
戴
い
て
、

日
標
に
向
か
い
羽
ば
た
く
皆
様
に
町
会
と
し
て
さ
さ
や

か
な
が
ら
祝
品
を
お
贈
り
致
し
ま
し
た
。
な
お
、
成
年

式
を
お
迎
え
に
な
っ
た
方
の
皆
様
の
お
名
前
は
次
の
通

り
で
す
。
記

金
子
佳
織
様
　
遊
佐
美
保
子
様
　
室
屋
千
賀
子
様

岡
田
育
子
様
　
宗
像
純
子
様
　
小
池
紀
子
様

倉
口
　
綾
様
　
自
井
面
登
様
　
一目
三
分
口
様
　
田
中

克
明
様
　
一蔵
野
竜
太
様
　
福
本
雅
春
様
　
坂
本
人
介
様

３
／
２５
　
小
学
校

合
入
学
の
お
一■
様
、
誠
に
お
め
て
と
う

存
じ
ま
す
。
お
子
様
方
の
健
や
か
な
育
成
と
健
康
を
心
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オ

よ
り
■
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
町
会
よ
り
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

な
お
、
お
子
様
の
お
名
前
は
次
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。

記

肇̈
塁
Ｘ
え
君
　
一尚
木

一
壬
右
　
Ｔ
島
大
地
君

■
／
２７
　
地
域
振
興
事
業
、
向
丘
地
区
町
連
共
催

「ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
会
は
大

い
に
頑
張
っ
て
３
位
に
入
基

‐２
／
２３
～
２９
　

「歳
末
夜
警
」
青
年
薔
員
を
フ
ル
動
員
し

て
連
日
敢
舅

３
／
５
　

「恒
例
餅
つ
き
大
会
」
気
掛
か
り
な
大
雪
予
報

も
幸
い
に
ハ
ズ
レ
、
小
春
日
和
の
ぬ
く
も
る
日
差
し
の

中
、
大
勢
の
皆
さ
ん
ご
参
加
を
得
ま
し
て
賑
や
か
に
催

し
を
営
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

‐２
／
‐２
　
「歳
末
助
け
ム
ロ
い
募
金
」
本
日
、
福
祉
協
議
会

に
納
付
し
ま
し
た
。

一
金
　
一
一十
万
一
〓士
五
百
円

れ
、
鳥
居
と
小
社
が
見
ら
れ
る
。

な
ぜ

「天
神
様
が
根
津
様
の
境
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
か

と
興
味
を
抱
い
て

「Ｘ
只
区
神
社
誌
を
開
い
て
見
た
。
根

津
神
社
に
残
る
史
料
の
中
に
、
御
預
り
の
営
社
の
一
つ
と

し
て
、

上
野
尾
天
満
宮

（間
口
一
間
、
奥
行
七
間
）
、
拝
殿

（九
尺
四
方
）
、
近
江
国
一員
鳴
地
海
津
酉
よ
に
鎮
座
こ
れ

あ
り
写
し
に
候
、
と
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
親
し
い
知
人
が
、
滋
賀
県
大
津
の
近
江
神
宮

に
い
ま
す
の
で
聞
き
合
わ
せ
た
処
、
琵
琶
湖
の
西
北
岸
に

現
存
す
る
こ
と
が
判
か
り
ま
し
た
。　
一
月
中
頃
、
思
い
立

っ
く

Ｌま
驚
天
曽
白
３
●
ｔ

海
年
大神
じ

′肇
箔
ま

し
た
。
大
津
か
ら

一
時
間
余
、
人
影
も
疎
ら
な
湖
一西
線
マ

キ
ノ
駅
の
北
　
百
米
程
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
、　
一
見
し
て
そ

れ
と
わ
か
る
森
が
あ
い
、
折
か
ら
降
り
出
し
た
壮
丹
雪
が

舞
っ
て
尊
厳
な
た
ヽ
す
ま
い
て
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
電
話

を
入
れ
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、
七
十
半
ば
と
思
わ
れ
る
藤

田
長
誡
ク
彗
量
「
パ
“
，
ヽ
対
話
に
応
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

海
津
大
神
の
勧
請
は
建
久
二
年

（
一
一
九

じ

後
鳥
羽

天
皇
の
世
で
、
勤
願
所
と
し
て
毎
年
朝
廷
よ
り
お
代
蛮

お
供
物
が
献
じ
ら
れ
、
社
領
と
し
て
百
三
＋
石
が
寄
進
さ

れ
て
い
る
。
当
時
こ
の
辺
り
の
小
山
に
藤
が
群
生
し
て
い

て
因
ん
で
、
藤
口
と
名
来
っ
た
と
云
う
。
織
田
信
長
の
世

と
な
っ
て
、
社
殿
は
焼
〓
討
ち
に
あ
い
社
領
は
没
収
さ
れ

た
が
、
天
正
十
二
年

＾
一
五
八
五
〉
豊
臣
秀
ｔ
Ｒ

更
に
、

医
量
切
年

（
一
六
０
三
）
徳
川
幕
府
に
よ
り
旧
領
の
一
部

が
返
還
さ
れ
た
。
社
家
は
二
家
あ
り
、　
一
つ
は
藤
田
氏
、

ｎ
／
２‐
　
区
役
所
保
健
課
よ
り
配
布
さ
れ
た

「殺
鼠
薬

剤
」
を
必
要
と
さ
れ
る
方
を
申
告
し
て
戴
い
て
各
地
域

役
員
を
通
し
て
配
り
ま
し
た
。

２
／
２
　

「殺
虫
剤
る
・ヽ
チ
オ
ン
」
の
配
布
希
望
調
べ
が

区
役
所
よ
り
あ
り
ま
し
た
の
で
、
配
布
を
申
請
し
ま
し

た
。
後
日

４^
旦
卜
句
人
荷
予
定
）
λ
分
何
次
第
お
配
り

致
し
ま
す
。

当
町
会
に
お
住
い
の
方
で
、
昨
年
の
１０
月
下
旬
か
ら
本

年
の
３
旦
卜
旬
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
な
さ
れ
た
方
の
お
名

前
は
左
記
の
と
お
り
て
ご
ざ
い
ま
す
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
祈
念
申
し

Ｌ
げ
ま
す
。記

五
＋
嵐
し
ず
ゑ
様
　
安
藤
時
弘
様
　
原
　
典
順
様

島
田
空
Ｌ
様
　
　
］稟
垣
昌
美
様
　
　
近
藤
弘
之
様

石
川
一Ｓ
ｔ
様

根
津
神
社
あ
れ
こ
れ
　
―
そ
の
ニ
ー

池
　
田
　
　
　
暉

天
保
七
年

（
一
ｔ
三
六
）
江
戸
神
田
の
名
主
、
斉
藤
月

琴
が
上
梓
し
た

「江
戸
名
所
図
絵
」
巻
之
五
に
、
根
津
権

現
社
の
俯
観
図
が
あ
る
。
そ
の
絵
の
楼
門
の
上
、
現
在
の

つ
つ
じ
苑
の
左
手
に
小
さ
く

「上
野
尾
天
神
」
と
書
か



他
が
伊
吹
氏
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
八
年

（
ニ
ハ
四

こ

氏
子
内
に
神
興
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
り
、
そ
の
訴
え
が

８ヽ
郡
二
城
奉
行
、
江
戸
寺
社
奉
行
と
巡
っ
て
、
万
冶
三
年

Ｃ

六
六
〇
）
よ
う
や
く
決
着
を
見
た
。

そ
の
争
い
と
言
う
の
は
、
寛
永
十
八
年
海
津
東
浜
三
町

で
天
満
宮
大
鍬
社
の
神
輿
を
造

っ
た
が
、
西
浜
の
衆
か

ら
、
天
満
宮
は
元
々
一四
次
の
氏
神
で
あ
る
か
ら
東
浜
の
衆

が
神
輿
を
造

っ
て
は
い
け
な
い
と
争
っ
た
。
大
津
の
有
力

者
が
中
に
入
っ
て
調
停
も
行
わ
れ
た
が
調
は
ず
、
万
治
三

年
、
両
者
を
江
戸
に
召
し
て
裁
決
が
あ
り
、
一四
次
方
に
加

担
し
て
い
た
伊
啄
氏
を
追
放
し
、
東
浜
の
藤
田
氏
を
正
統

と
し
て
以
後
、
大
満
宮
は
東
決
西
医
両
町
の
氏
神
と
定
め

ら
れ
た
。
こ
の
争
い
の
源
は
、
実
は
領
主
の
境
界
争
い
に

起
因
し
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
社
域
が
加
賀
の
前
国
家
と

柳
沢
甲
斐
守
の
頷
地
の
境
界
に
あ
り
、
氏
子
で
あ
る
領
民

も
そ
れ
に
巻
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
に
、
前

日
、
柳
沢
四
琴
と
も
海
津
天
神
に
度
々
、
武

運
長

久
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
騒
動
の

種
と
な
っ
た
神
輿
は
こ
の
間
二
十
年
、
竹
生
島
に
預
け
た

ま
ゝ
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。　
一
方
、
根
津
神
社
の
史
料

に
拠
る
と
、

旧
根
津
神
社
は
、
千
駄
木
坂

（団
子
坂
）
上
に
在

っ

て
、
そ
の
昔
、
駒
込
村
の
草
分
け
百
姓
達

（山
本
八
左
衛

門
、
青
木
六
左
衛
円
、
他
）
が
集
ま
っ
て
年
々
祭
り
供
物

等
を
奉
げ
て
い
た
小
社
で
あ
っ
た
が
、
宝
丞
二
年

（
一
七

０
六
）
甲
府
宰
相
松
半
綱
重
の
下
屋
敷
跡
地
に
引
き
移
り

造
営
さ
れ
た
の
が
現
在
の
根
津
神
社
で
あ
る
。

後
に
徳
川
六
代
将
軍
と
な
一●
峯
亘
は
、
幼
名
を
虎
松
と

い
い
寛
文
二
年

＾
〓
全
全

じ

四
月
二
十
五
日
に
、
こ
の

Ｉ
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
生
誕
の
お
宮
参
り
は
、
千
駄

木
坂
上
の
旧
根
津
社
で
翌
月
の
五
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

た
。
当
時
、
枝
津
社
に
は
神
主
が
居
ら
ず
、
本
郷
薬
師
の

僧
が
別
当
と
し
て
世
話
を
し
て
い
た
。

虎
松
君
の
お
宮
参
り
に
は
父
、
松
平
綱
重
の
本
邸
、
桜

田
屋
敷
の
守
護
神
、
桜
日
稲
荷
の
神
職
を
し
て
い
た
伊
吹

右
一塁
昌
次
の
息
子
、
左
京
が
お
供
を
し
て
い
る
。

伊
吹
右
京
に
就
い
て
は
、

「故
あ
っ
て
万
治
年
中
、
江

戸
べ
ま
か
り
来
し
、
清
揚
院
様

（松
半
綱
重
〉
御
Ｉ
屋
敷

並
び
に
上
屋
敷
、
鎮
守
稲
荷
御
預
り
、
御
上
屋
敷
内
お
長

屋
を
下
さ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
海
津
一●
洪
２
本
重
〓
社
家
で
あ

っ
た
伊
吹
右

京
が
、
万
治
三
年
に
海
津
を
追
放
さ
れ
た
後
ヽ
何
等
か
の

繋
り
で
、
松
平
綱
重
に
召
し
抱
え
ら
れ
屋
敷
神
の
神
職
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
子
の
左
京
が
、
綱
一童
の
子
、
綱

豊
、
つ
ま
り
後
の
徳
川
家
宣
将
軍
の
お
宮
参
り
の
神
官
を

つ
と
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

伊
吹
右
京
は
貞
享
四
年

（
〓
ハ
八
七
）
七
月
に
病
没
す

る
が
息
子
の
左
京
昌
輝
が
後
を
継
ぎ
、
新
社
殿
造
営
に
カ

を
尽
し
た
が
そ
の
完
成

（宝
永
三
年
十
二
月
四
Ｈ
落
成
）

を
見
ず
し
て
、
宝
永
三
年
九
月
に
病
死
し
た
。
そ
の
子
左

円
昌
明
が
左
京
一売
と
名
の
っ
て
三
代
目
を
相
続
し
た
。
そ

の
后
九
年
を
経
た
正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
、
九
月
は
じ

め
て
大
祭
が
行
わ
れ
、
練
わ
物
五
十
番
、
百
五
十
四
町
が

参
加
し
て
江
戸
城
吹
上
の
上
覧
所
で
七
代
家
継
将
軍
の
上

覧
を
得
た
。
今
に
伝
わ
る

「
△
卜
祭
」
で
あ
る
。
こ
の
時

の
祭
を
主
宰
し
た
神
主
、
伊
吹
左
京
一見
も
享
保
八
年

＾
一
七
二
三
）
四
月
に
病
没
。
そ
の
後
、
初
代
か
ら
数

え
て
は
八
代
ま
で
子
孫
連
綿
と
し
て
根
津
社
の
社
職
を
動
一

め
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

編

集

後

記

新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
風
薫
る
爽
や
か
な
心
地
よ
い
時

期
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

と
は
言
え
こ
の
季
節
は
、
卒
業
、
入
学
、
進
学
、
就
職

と

一
年
の
節
日
と
も
い
え
る
大
切
な
転
機
を
迎
え
る
方
も

多
い
こ
と
で
し
ま
つ
。

町
会
事
業
も
年
度
末
を
迎
え
、　
一
年
の
総
ざ
ら
い
行
い

ま
す
と
共
に
新
年
度
に
向
か
っ
て
始
動
が
開
始
さ
れ
ま
，
お

特
に
本
年
、
強
く
感
じ
る
も
０
は

「阪
神
大
震
災
」
の
都

市
型
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
私
た
ち
の
住
む
町

を
、
ま
た
、
人
命
を
守
る
の
は
近
隣
の
方
々
と
の
交
流
を

基
調
と
す
る
相
互
の
団
結
と
助
け
入
口
い
が
何
よ
り
，
勧
な

事
と
言
う
事
実
を
教
訓
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

町
会
組
織
を

一
つ
の
核
と
し
て
、
更
に
は
各
地
域
の
交

流
と
親
睦
を
深
あ
て
相
互
信
頼
の
上
に
成
リ
エ立
つ
、
団
体

の
育
成
に
微
力
な
が
ら
力
を
注
い
で
行
′
２
所
存
て
お
り
ま

す
。
△
‘員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
の
意
を
十
分
ビ
理

解
賜
り
、　
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

小
林
工皇
口　
川
西
工
造
　
竹
中

一
馬
　
猪
熊
良
晃

池
田
　
暉


